
所沢市議会議員 谷口まさのり発行

連絡先：〒359-1151　所沢市若狭１－2961－１－213 

電 話：04－2941－5111 ／ FAX：04－2941－5112

メール： tani.eco@dream.ocn.ne. jp

フェイスブック、ツイッター更新中！『谷口まさのり』で検索下さい！

2018年９月議会・
政務活動費　報告編
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『子どもにツケを残さない！』　『自然エネルギーの推進！』裏面へ

■ 待ったなし！ 地球『高温化』・気候変動問題への対策について 〈一般質問〉

■ 狭山丘陵のみどりを守る！ 三ケ島墓地問題、土地の公有地化で計画者と合意！〈補正予算〉

■ 『政務活動費』（H29年度 谷口まさのり） 未使用分１１２,２８７円を返金（HPで差引簿公開）

9月議会等の動き

←谷口：現在、地球『温暖化』というより

は、地球『高温化』というレベルになりつ

つあると認識する。地球温暖化を少しでも抑制

し、遅らせる必要があり、その為に大きなウェイ

トを占めるのは省エネ行動と共に更なる自然エ

ネルギーの導入促進と考える。市の今後の取

組みは？

担当部長 ：農地（上部空間）を利用した、（太陽

光発電の）ソーラーシェアリングや太陽光発電

設置に係る初期費用低減の、いわゆる『０円シ

ステム』の事業スキーム検討を行っている。

市内の茶畑での中期的な『ソーラーシェ

アリング』推進を意図し、市が関与した、

『所沢モデル』としての太陽光発電事業を行って

はどうか？

担当部長 ：ソーラーシェアリングは事業化に向

けて、（農地所有者に対して）のアンケート調査

やヒアリング調査を今後実施する。

市発注のコンペ方式事業の採点評価に

おいて、応募事業者自体での自然エネル

◆待ったなし！地球『高温化』・

気候変動問題への対策に

ついて（要旨）

ギー使用状況を重視することで、事業者の自然

エネルギー利用の自主的取り組みの動機付け

を図ってはどうか？

副市長 ：（提案については）マチごとエコタウン

所沢構想を市民全体に広げる一助になるはず

で、事業者の方々にも、（自然エネルギー導入

促進へ）一定の影響を与えるものなので、先ず

は課題等を整理し、関係部署で検討を行うよう

指示したいと考える。

地球温暖化という、正に地球規模の大きな

問題ですが、実際に行動を起こしていくの

は私達自身です！次の世代に思いを馳せ

ながら、足元の所沢から何ができるのか？

私、 谷口まさのりは継続して、 この最重

要課題にあきらめることなく果敢に取り組ん

で参ります！

その他、今回の一般質問では、◆『小・中学校

を含めた、基準を満たしていない（危険な）ブ

ロック塀の（安全）対策について』　　◆『障がい

者雇用の水増し問題について』　　◆『西武ライ

オンズと連携した街づくりについて／パ・リーグ

制覇時の市の取り組みについて』などを取り上

げました。（詳細は市議会ＨＰ中継録画9月18日の

一般質問をご覧下さい。）



所沢市議会議員 谷口まさのり発行

谷口まさのり　プロフィール

『始発男』『始発の谷口』と呼ばれております。

◆昭和40年北海道生まれ(留萌市)　埼玉大学工学部　環境化学工学科卒業
◆環境や省エネ企業に15年間在籍・1997年『地球温暖化防止 京都会議』に参加
◆2011年4月所沢市議選に初当選、現在２期目
◆趣味等：スポーツ（西武ライオンズファンクラブ会員）、カラオケ、カブトムシ採り、大のビール党、

日課はメダカのエサやり
◆環境カウンセラー（環境省資格）/社会保険労務士（年金と雇用の関連資格）/認知症サポーター

駅では原則、始発前から

レポートを配布しております。

2013年12月より、事業計画者が進めてきた上

記計画ですが、市と計画者との交渉がまとま

り、対象の土地（約10,818㎡）は不動産鑑定を

経て、市が１億３,５００万円で買い取ることで合

意し、本議会で上記予算が議決されました。

（尚、市内環境団体からの寄付金約３,８００万円

が予定され、実質的に市負担は約９,７００万円）

私自身、この問題が発生した直後から、『狭山

丘陵のみどりを守る！』という考えのもと、当時

の市の墓地条例では、自然景観を守ることが不

十分な為、条例改正を提言し、（その後、改正

済み）　また予定地の急斜面が崩落の危険性

があるのでは？という請願に対しては、『重大な

懸念事項については専門家の意見を聞く機会

を作るべきでは？』と主張し、崩落の危険性を

指摘する専門家（京都大学教授）と墓地計画者

側の技術者双方からの説明、質疑応答を行う

機会を持つことを実現する等、様々な形で動い

て参りました。

◆狭山丘陵のみどりを守る！三ケ島墓地問題、
土地の公有地化で計画者と合意！

政務活動費の使用に当たっては常に成果を意識しております！

ここ数年、不正な使い方で全国的に注目を浴

びている地方議員の政務活動費。

私、谷口まさのり自身の平成２９年度分は事務

局のチェックを受けて、使わずに確定した残金

112,287円は既に所沢市に返還しております。

この政務活動費について、私は『たくさん返

金したから良し』　あるいは、『しっかり満額

使ったから良し』ということではないと考えて

おります。私が常に意識しているのは『政務

活動費から支出するにふさわしいものなの

か？』　『使わせて頂いた分の活動成果は出

さねばならない』ということであります。尚、今

回の私自身の差引簿（表の更なる明細）につ

きましては、『谷口まさ

のり未来ネットワーク』

のホームページに公開

しております。

平 成 ２ ９ 年 度
政務活動費収支報告 （円）

政務活動費　支給

谷 口 ま さ の り

840,000

１．研究研修費

２．調査旅費

３．資料作成費

４．資料購入費

５．広報費

６．維持費

７．会派共用費

８．その他経費

155,127

0

1,728

89,187

305,567

138,024

38,080

0

727,713

112,287

支出の内訳＊ 

１～８の支出合計

市への返還金額

＊主な内容／研究研修費⇒政策セミナー参加費

調査旅費⇒視察旅費（今回は０円）　　資料作成費⇒

一般質問用のパネル資料作成　資料購入費⇒図書購入費

広報費⇒活動レポート作成費、　ポスティング委託費

維持費⇒タブレット購入費　会派共用費⇒会派控室での

インターネット回線費・事務消耗品費


